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１．はじめに 

コンクリート充填鋼管柱の簡素で合理的な柱梁接合方法

として，外ダイアフラム付きの径の大きな鋼管内に，それよ

り径の小さな充填鋼管柱を所定長さ差し込みその環状の隙

間をコンクリートで充填して一体化する接合構造が考案さ

れている．本接合部をモデル化した模型実験によりその耐荷

機構を検討したので，その内容について報告する． 
２．実験概要 

試験体諸元を表－１に，試験体一般形状を図－１に示す．試験体は，

柱梁接合部をモデル化したＴ形試験体で，コンクリート充填鋼管柱よ

りも径の大きなソケット鋼管に充填鋼管柱を差し込み，間隙をモルタ

ルで充填して一体化する構造とした．また，実施工上の施工性等を考

慮して図－１に示すような柱鋼管に溶接された位置固定プレートを

設けるとともに，鋼管の表面と充填モルタルとの付着性能を向上させ

るため，ソケット鋼管内側及び柱鋼管外側に，φ6mm の丸鋼を 50mm

ピッチで円周上に溶接している． 

載荷方法は，図－１に示す位置での片押しの単調載荷とした． 

３．実験結果 

実験結果を表－２に示す．表中の終局強度は，文献 1)を参考に

荷重・変位関係の接線勾配が初期勾配の５％にまで低下した時点

の荷重を便宜的に実験によりえられた終局強度と定義することに

した．実験より本接合部の終局強度には，ソケット鋼管厚，ソケ

ット鋼管長さ，位置固定プレート及びずれ止め鉄筋の有無が大きく影響す

ることがわかった． 

４．ソケット接合部の終局強度の算定 

(1)モーメントの釣合い式 

実験結果から，図-２に示すような耐荷モデルを仮定して，力の釣り合い

により接合部の終局強度を算定した（記号は，図－２参照）． 

                               (1) 

 この式(1)から，摩擦力の合力 Tの及び支圧力の合力 Pの最大値を求める

ことにより，接合部の終局強度を算定できる． 

(2)終局時の摩擦力の合力 

柱とモルタルの間の摩擦応力は，クーロン摩擦(式(2))に従うものとし，摩擦力の合力 Tは式(3)により算定する． 

表－１ 試験体諸元 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１ 試験体形状 

表－２ 実験結果及び計算値との比較 
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終局強度 計算値

試験体名 Ｐｕexp Ｐｕcal Ｐｕexp

(kN) (kN) /Ｐｕcal

P-1 522 504 1.04

P-2 426 434 0.98

P-3 837 777 1.08

P-4 686 715 0.96

P-5 586 576 1.02

P-6 517 538 0.96

P-7 321 － －

P-8 529 537 0.99

鋼管柱 梁 ソケット鋼管径 ソケット長さ ソケット板厚
ｄ Ｄ Ｌ ｔ

(mm) (mm) (mm) (mm) (mm)

P-1 φ318×t25
H350×350
×16×22

406 350 6 標準ケース

P-2 φ318×t25
H350×350
×16×22

500 350 6 ソケット鋼管径

P-3 φ318×t25
H500×350
×16×22

406 500 6 ソケット鋼管長さ

P-4 φ318×t25
H350×350
×16×22

406 350 12 ソケット鋼管板厚

P-5 φ318×t25
H350×350
×16×22

374 350 6 ソケット鋼管径

P-6 φ318×t25
H350×350
×16×22

406 350 6 位置固定プレート無

P-7 φ318×t25
H350×350
×16×22

406 350 6
位置固定プレート無、
ずれ止め鉄筋無

P-8 φ318×t25
H350×350
×16×22

636 350 6 ソケット鋼管径

試験体名 パラメータ
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                        (2) 
ここで，c：粘着力（N/mm2）,σn：界面に作

用する直応力（N/mm2）,φ：摩擦角（rad） 

  (3)            

このとき，摩擦力は柱の圧縮側及び引

張側に各々全周の 1/4 に均等に作用して

いると仮定した．ずれ止めを設けた場合

のソケット鋼管とモルタルとの極限付着

強度（ maxτ ）は，式(4)により算定する．

この場合，c= maxτ ，φ=0°として式(3)

より Tを求める． 
     (4) 

ここで， '
cuf ：環状モルタルの立方体供試体強度（N/mm2），h：ずれ止め（突起）の高さ(mm)，s：ずれ止め間隔(mm)  

(3)終局時の支圧力の合力 

ソケット接合部における柱に作用する支圧力の合力 Pは，ソケット鋼管長さ Lの区間のせん断パネルのせん断耐

力と外ダイアフラムにより決定されると考え，式(5)により求める． 

       (5) 

ここで， sV ：ソケット鋼管の負担するせん断力(N)， cV ：モルタル部が負担するせん断力(N)， 
pV ：外ダイアフラムが負担するせん断力(N) 

 まず，ソケット鋼管が負担するせん断耐力は，鋼管の純せん断耐力とし，式(6)により求める． 

      (6) 

ここで， syf ：ソケット鋼管の引張降伏強度（N/mm2），t：ソケット鋼管の板厚(mm) 
 次に，環状のモルタル部が負担するせん断耐力は，式(7)により求める． 

   (7) 
 
ここで， iD ：ソケット鋼管の内径(mm)， tL ：ソケット鋼管内側で付着力に寄与する長さ(mm)  

 そして，外ダイアフラムが負担するせん断耐力については，式(8)により求める． 

       (8) 

        
ここで， sh ：Ⅰ-Ⅰ断面での外ダイアフラムの高さ(mm) ， 

st ：外ダイアフラムの板厚(mm) ， dyf ：外ダイアフラムの引張降伏強度（N/mm2） 

以上の式で表現される支圧力であるが，位置固定プレートの有無によるソケット鋼管のせん断応力分布の違いや

形状差によるソケット鋼管と外ダイアフラムの強度分担割合の違いなどによりばらつきが大きかったため，式(5)

の支圧力の合力 Pを式(9)のように補正した． 

        (9) 

ここで，        ，  
 以上のようにして，算定した本接合部の終局強度の計算結果を表－２に示す．表より，計算値は実験値を概ね精

度よく評価できていることがわかる． 
５．まとめ 

 今回の実験結果から，本接合部の終局強度は，図－２に示す耐荷モデルを仮定し、式(1)により精度よく評価でき

ることがわかった． 
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図－２ 耐荷モデル 
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